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12 月中旬、中央線沿線の高柄山（ 733

ｍ）に出かけた。下山後の鶴鉱泉一浴が

魅力と聞いての挑戦である。  

 中央線・四方津駅に下車したのが 7 時

半。川合集落の中の急な舗装道路をボツ

ボツと登る。8 時 10 分、千足分岐で舗装

が尽き、登山路になる。葉が落ちて明る

い雑木林の中、ひたすら急登が続く。路

面 に は 時 々 凍 っ た 雪 が あ る が 気 にす る

程のこともない。9 時 50 分、新大地峠。

目指す高柄山が大きく迫って見えた。  

 しかしここからが大変。滑り台のよう

な急下降が 100ｍ近く。木の枝にすがっ

てやっと降りる。その後、いくつかのピ

ークを越えた後、更に大降だりしてやっ

と千足峠。その先もスゴい急傾斜の登り

降りがいくつかあって、クタビレ果てて

10 時 40 分、高柄山山頂に到着した。  

 山 頂

で １ 時

間 の 大

休止。風

も な く

心 地 良

い 日 だ

まりで、

目 の 前

に 連 な る 丹 沢 の 山 々 や 振 り 返 っ ての 高

尾・陣馬・奥多摩の山々を眺めながらの

んびりと昼食をとった。  

 下 山 は 新 矢 ノ 根 峠 経 由 で 上 野 原駅 に

下る。山頂からの降りが又、スゴい急傾

斜の上に滑りやすい泥道。ダブ

ル ス ト ッ ク の 有 難 味 を 実 感 し

た。  

 12 時 15 分、新矢ノ根峠。鉄

骨造り・ブリキ壁のアズマ屋が

ある。ゴルフ場造成業者が罪滅

ぼしに作ったものらしいが、急

造飯場のトイレのようで、いか

にも無粋である。  

ここから先は、ゴルフ場造成

のため、ゴルフ場の境界に沿っ

て 無 理 矢 理 に 付 け 替 え た ル ー

トとのことで、地形に逆らって

不自然に付けたルートだけに、

やたらに上り下りが多い上に、あっち曲

がりこっち曲がりで、何とクタビレるこ

と。最後に、鶴島御前山の肩まで大汗か

い て 直 登 さ せ ら れ た 後 に 再 度 急 下降 さ

せられ、最終点のゴルフ場から流れ出る

汚水の沢に架かった橋を渡り 13 時 40 分、

やっと林道に出ることが出来た。  

 林道をテクテク歩いて 10 分程で待望

の鶴鉱泉に着いたが、何と閉まっていた。

平 日 の 立 ち 寄 り 湯 は 事 前 の 予 約 が必 要

と の こ

と 。 残 念

で し た 。

上 野 原 駅

到着は 14

時 20 分。 
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